
基本情報

実績情報

―

実績 ― ― ―
― ― ―

目標 ― ―

―

実績 ― ― ―
― ― ―

目標 ― ―

―

実績 ― ― ―
― ― ―

目標 ― ―

実績 255,294 281,714 341,289
粗大ごみ収集個数 ― 個

目標 239,841 245,697 268,362

２　活動指標の達成状況

活動指標 指標の根拠 単位 区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度

実績 2,561 2,774 3,059
処理重量（粗大ごみ） ― ｔ

目標 2,500 2,500 3,000

事務事業目的
物を「安易に使い捨てる｣発想から｢大切に長く使う、再利用する｣ことへの意識改革のため
の啓発活動を進める。その上で粗大ごみとなった物については、申告にもとづき計画的に収
集・受入処理する。

１　成果指標の達成状況

成果指標 指標の根拠 単位 区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度

実施内容
（事務事業の実施
内容、手段、過去
の改善実績等）

 平成12年度清掃事業区移管時から、家庭から出される家具・家電製品（13年４月１日から
テレビ等家電４品目、15年10月１日から家庭系パソコンのリサイクル対象品目を除く）自転
車・布団等の粗大ごみについては、日曜日と年末年始（12月29日～１月３日）を除き戸別収
集してきた。平成17年４月からは、区民の利便性向上のため日曜日も含めて収集している。
　粗大ごみの申込みについては、インターネットによる方法と18区を一括して粗大ごみ受付
センターが電話受付している。収集は、有料で「有料粗大ごみ処理券」をコンビニ等の区内
取扱店で購入し、粗大ごみに貼って出すシール方式をとっている。「有料粗大ごみ処理券」
は、Ａ券（200円）とＢ券（300円）の２種類がある。
　平成24年４月からは、これまでの戸別収集に加え、新たに区民が直接持ち込むことができ
る制度を設けることで、区民の利便性の向上を図るとともに、不法投棄の防止等による適正
処理を推進している。処理手数料については、戸別収集時の手数料が200円の品目は無料、
それ以外の品目は概ね半額設定している。また、平成24年度からは収集業務も含め民間委託
により行っている。
【持込場所】

飾西粗大ごみ持込ステーション（東都運業内　奥戸３丁目23番28号）
飾東粗大ごみ持込ステーション（都北運輸内　東水元４丁目５番６号）

２　施策及び事務事業目的

施策
番号

施策 1307 環境負荷の少ない適正なごみ処理体制を整えます

性質区分 サービス提供 実施形態 区単独(委託)

対象者 区民

裁量区分 あり

清掃事務所

１　事務事業の概要

開始年度 平成12年度 根拠法令
廃棄物の処理及び清掃に関する法

律、 飾区廃棄物の処理及びリサイ
クルに関する条例

平成25年度事務事業評価表（基本）

事務事業名 粗大ごみ収集運搬
重点評価
区分

重点
担当部 環境部

担当課
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単位あたりコスト（ｆ/ｇ） 円 1,353

実績数値（g） 個 341,289

単位あたり区単コスト（a/ｇ） 円 1,082

４　単位あたりコスト

項目 単位 ２４年度

単位の定義
サービス提供回数

（粗大ごみ収集個数）

（控）コスト対象外 千円 0

トータルコスト（ｆ）
（ｂ＋ｃ＋ｄ＋e）

千円 461,873

支
出

直接事業費（ｂ） 千円 420,983

金利 千円 0

退職給与引当 千円 3,760

調整額（ｅ） 千円 3,760

減価償却費 千円 0

再雇用職員
千円 0

人 0

間接費（ｄ） 千円 0

職員人件費（ｃ） 千円 37,130

人件費
千円 37,130

人 4.70

千円

千円

千円

千円

使用料及び賃借料 千円 12

千円

通信運搬費 千円 107

委託料 千円 420,311

消耗品費 千円 92

印刷製本費 千円 461

千円 0

その他 千円 88,698

一般財源（a） 千円 369,415

３　コスト内訳（決算）

項目 単位 ２４年度

収
入

特
定
財
源

国庫支出金 千円 0

都道府県支出金
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過年度の実績状況の評価と今後の方向性

目標

目標

目標

２　今後の活動目標及び活動指標の目標値

活動目標 視点 活動指標 単位 区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度

目標

「今後の方向性」に基づく取組内容

１　今後の成果指標の目標値

成果指標 指標の根拠・計算式など 単位 区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度

実績状況の評価

　家庭から出される粗大ごみは、電話での予約を受付し戸別収集してきたところであるが、
予約して収集までに７日～１０日間程度の日数がかかっていた。そのため、平成２４年度か
らはこれまでの戸別収集に加え、新たに区民が直接持ち込むことができる制度を導入すると
同時に収集業務も含めて民間委託し、収集時間の短縮等区民の利便性の向上を図っている。

[参考]持込み場所（中継所）に集められた粗大ごみのうち、まだ使えそうな家具類について
は、必要な修理等を行いリユース（再利用）家具として区民に提供している。

今後の方向性

改善

　予約を入れる粗大ごみ受付センターの電話については、複数区が共同利用して
いるため、電話が繋がりにくいといった状況があった。そのため、平成２５年度
からは、 飾区単独の予約番号を設定するとともに、日曜日でも電話申込みがで
きるようにサービス向上を図っている。

継続

平成25年度事務事業評価表（重点評価）

事務事業名 粗大ごみ収集運搬
担当部 環境部

担当課 清掃事務所

行政評価委員会の意見や予算編成等の結果を踏まえ、年度末
に記載し、区民に公表します。
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粗大ごみ受付センターへの申し込み（電話・インターネット）

粗大ごみの流れ

東・西粗大ごみ持込ステーション

持

込

戸

別

収

集

中央防波堤粗大ごみ

破砕処理施設

↓

鉄を資源回収した後、

焼却・埋立処分

大

型

車

で

運

搬

リサイクルセンター

にて修理

↓

リユース家具として

販売・提供

小

型

電

子

機

器

類

分

別

200円品目の場合

手数料無料

200円を超える品

目の場合

手数料概ね半額

小型電子機器類

引き渡し

↓

再資源化

点線内

粗大ごみ収集

運搬委託

小型家電リサイクル

はH25より実施
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基本情報

実績情報

― ― ―

平成24年度事務事業評価表（基本）

１　成果指標の達成状況

１　事務事業の概要

２　施策及び事務事業意図

―

実績

実績 ―

―
―

目標 ―

― ―

―

―

281,714

目標 97.68

― ― ―
目標

―

― ―

97,18

活動指標

粗大ごみ処理率
収集個数－リサイクル品
提供数）／収集個数

％
97.56

96.92 97.96

245,697

実績

実績 97.44

3.36 3,36

実績

２３年度

２　活動指標の達成状況

指標の根拠 単位 区分

粗大ごみ収集個数 ― 個
目標 253,015 239,841

236,385 255,294

２２年度

0
削減率

(12年処理重量［2,587ｔ］
－現年処理重量［ｔ］）／
12年処理重量［2,587ｔ］

％
目標

9.43 0.99

3.36

２１年度

2,500.00 2,500.00

実績 2,774.00
処理重量 ― ｔ

目標

2,343.12 2,561.31

性質区分 サービス提供 実施形態

環境部

担当課 清掃事務所

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、
飾区廃棄物の処理及びリサイクルに

関する条例

事務事業名
重点評価
区分

―
担当部

粗大ごみ収集運搬

　平成12年度区移管時から家具・家電製品（13年４月１日からテレビ等家電４品目、15年10
月１日から家庭系パソコンのリサイクル対象品目を除く）・自転車・布団等の大型ごみにつ
いて、17年４月から日曜日も含めて毎日収集している。申込受付については、18区を一括し
て「粗大ごみ受付センター」が行っている。
　収集は有料で、「有料粗大ごみ処理券」を取扱店等で購入し、粗大ごみに貼って出すシー
ル方式をとっている。「有料粗大ごみ処理券」はＡ券（200円）とＢ券（300円）の２種類が
ある。
　平成24年4月1日より、従来の戸別収集に加え、粗大ごみを排出される方が区内２か所の持
込施設に直接持ち込みができるようになった。（収集時の料金が200円の品目は無料、それ
以外の品目はおおむね半額）

施策

名称

意図 正しくごみの分別が行われ、ごみが適正に処理されている。

ごみの適正処理

開始年度

対象者

事務事業意図
物を「安易に使い捨てる｣発想から｢大切に長く使う、リサイクルする｣ことへの意識改革の
ための啓発活動を進める。その上で粗大ごみとなった物については、申告にもとづき計画的
に収集する。

２２年度 ２３年度指標の根拠 単位 区分

2,500.00

平成12年度 根拠法令

区単独(直営)

２１年度成果指標

区民

あり裁量区分

実施内容
（事務事業の実施
内容、手段、過去
の改善実績等）
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単位あたり区単コスト（a/ｇ） 円 1,029 992 970

単位あたりコスト（ｆ/ｇ） 円 1,426 1,407 1,376

単位の定義 サービス提供回数（粗大ごみ収集個数）

実績数値（g） 回 236,385 255,294 281,714

４　単位あたりコスト

項目 単位 ２１年度 ２２年度 ２３年度

182,727

２３年度

千円

142,118 156,015

29,297

千円

退職給与引当

減価償却費

80,723 88,597

印刷製本費

243,180 253,221

94

185,488

0

２２年度

0

98

項目 単位

171,623

0

２１年度

千円 0

支
出

（控）コスト対象外

千円

17,730

212,255

0

157,600

157,600

0

29,348

152,280

間接費（ｄ） 千円 0

0.00

千円

収
入

一般財源（a）

千円

国庫支出金

調整額（ｅ）

再雇用職員
人

千円

人件費

千円

千円職員人件費（ｃ）

千円

千円

委託料 千円 29,323

都道府県支出金

その他

直接事業費（ｂ） 千円

千円

100

359,188

0

消耗品費

通信運搬費

トータルコスト（ｆ）
（ｂ＋ｃ＋ｄ＋e）

３　コスト内訳（決算）

82

千円

特
定
財
源

千円

0

387,585千円

19.70

金利 千円

千円

337,063

18.80 19.30

0

13,160

0.00

0

0.00

0 0

00

156,330

千円

千円

152,280 156,330

人

96,634

0

82

273,221

82

0

0

17,73017,370

0

13,160

17,370

0

千円 0
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